
同窓会長　小坂博子

　会員の皆様、平素は同窓会活動へのご理解と御協力を
賜り厚く御礼申し上げます。
　母校では 104 年の歴史と伝統のもと、時代も人も変
わりましたが、先輩の方々から脈々と繋いできた大切な
学び舎の絆、母校をとりまく桜の古木、校門から続く銀
杏の並木は今年も見事な若葉が萌ぎ、未来へ続く歴史の
重みを伝えています。
　さて、同窓会も 24 年度より会費制を導入させていた
だき 4 年目を迎えます。役員及び会員の皆様の多大なる
ご理解とご協力をいただきまして、大変多くの会費をい
ただくことができました。
　皆様の大切なお気持ちに応えられますよう、母校の活
動支援、同窓会活動の充実を図りながら、さまざまなご
意見を尊重し、充分検討し、より多くの会員の皆様にご
理解いただける同窓会となるべく努力してまいりたいと
思いますので、ご協力くださいますようお願い申し上げ
ます。
　末筆ながら皆様のさらなるご健勝を心より祈念申し上
げ挨拶とさせていただきます。

学校長　矢澤要輔

　この４月より、松川高校より赴任いたしました。出身
は箕輪町松島です。名前は、要（かなめ）となって輔（た
すける）に由来し、真面目に堅実を旨として、明るく前
向きに務めてきました。104 年の歴史と伝統のある弥生
ケ丘の第 30 代校長を務めさせていただくことは、身の
引き締まる思いで一杯でございます。
　「自主自律、文武両道」を校是に、判断力、創造力を
備えた教養ある人間に成長して欲しいと思います。朝の
7 時半から楽器の音色や歌声、そして元気な掛け声が聞
こえてきます。弥生の学び舎の穏やかな一日のスタート
です。
　「長野県の高校」というサイトの総合ランキングで、
本校は県内一位にランク付られています。中学生の高校
受験の偏差値や学校の安心度やクラブ活動の活躍、学校
生活の充実さなどが加算されているものです。人気投票
的な要素からできたものかもしれません。しかし、野球
部は春季県大会でベスト 8・シード権を獲得、南信総体
で、テニス女子は 5 期連続優勝、陸上女子は学校対抗
37 年ぶり優勝など着実に力を発揮しています。弥生は、
県下一さらに全国一の学校づくりに頑張ってまいります。

ご 挨 拶 名実ともに、ナンバーワンを目指す！
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今年度総会は、5 月 30 日、いなっせにおいて開催されました。小坂会長は挨拶で「母校では生徒た
ちが文武両道であらゆる分野で成績を残し、夢を追いかけている。世代を超えて良き校風と伝統が続
くことを願う」と話し、学校への支援や同窓会活動の活性化を呼びかけました。

総会では、昨年度の事業、決算、本年度の事業計画、予算案、
また会則の改正や終身会費制について審議が行われ、承認されま
した。

総会に合わせて初めての企画となる美術展も開かれ、同窓生や
在校生美術部員の絵画を展示しました。

講演会では、登山家の田部井淳子先生をお招きし、『人生は 8 合
目からがおもしろい』と題し、悔いのない人生を送る大切さをお
話していただきました。

◆ 期　　日　平成28年5月28日（土）　　◆ 会　　場　伊那市生涯学習センター「いなっせ」
◆ 当番学年　高校27、37回生　　　　　　　　　　　　※詳細が決まりましたらお知らせいたします。

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆　平成27年度総会開催　◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

講演会「人生は8合目からがおもしろい」
　登山家で女性世界初のエベ
レスト登頂を成功された田部
井淳子先生をお招きしまし
た。

◆
　福島県出身の田部井さんは

東日本大震災後、登山家の立場でできることを考え、被
災者を元気づけようとハイキングを企画、その後高校生
を対象にした富士山登山も続けています。多感な時期に
震災を経験した高校生は無常感にあふれ、目標を失い、
いらついていたが登頂を成功するとまるで別人のような
顔つきになり、輝きを取り戻したといいます。東北復興
の大きな力になることを夢見て 1,000 人になるまで続け
たいと意欲をもっています。
　ご自身も限られた時間をもっともっと密度濃く生きた
い、毎日の積み重ねが人生を豊かにする、生まれてきて
よかったと思える人生にしたいと、世界各国の最高峰を
踏破する目標を語ってくれました。また、山仲間の女性
たちとシャンソンに挑戦し、コンサートを開く夢を実現、
地方公演も行っていて「毎日やることがあることが大事」
と意欲的な生き方を話されました。

◆
　パワフルでエネルギッシュで気さくなお人柄がにじみ
出る元気の出るお話をお聞きすることができました。

平成28年度総会のお知らせ

たべい・じゅんこ●昭和14年、福島県三春町生まれ。
昭和女子大英米文学科卒。女性として世界で初めて、50年
にエベレスト、平成４年に７大陸最高峰の登頂をそれぞれ
達成。今も年に数回、海外登山に出かけ、68カ国の最高峰
を登頂。20～ 40代女性のための山の会「ＭＪリンク」呼
び掛け人。著書に『それでもわたしは山に登る』（文芸春秋）、
『山の単語帳』（世界文化社）など。

◆講演会講師◆ 田部井 淳子先生プロフィール

本年度の総会には多くのクラブの生徒さん
が様々な場面で盛り上げ、協力してくれました。
同窓生と在校生の良い交流の機会となりま

した。

●器楽クラブ　演奏会（「新旧校歌、なごり雪、　
　　　　　　　いい日旅立ち、麦の唄、千曲川」、
　　　　　　　歌劇アイーダより「小さな黒人奴   
　　　　　　　隷の踊り」）

●華道クラブ　ステージ生花装飾

●美術クラブ　美術展作品出品、当日受付、警備、
　　　　　　　片づけ、前日準備

●音楽クラブ　懇親会での曲披露「もう一度」

器楽クラブ

美術クラブ

華道クラブ

音楽クラブ
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　平成27年度の伊那弥生ケ丘高等学校同窓会総会当番学年として、
懇親会企画運営に携わらせていただきました。
　同窓会主催講演会では、登山家の田部井淳子先生の若々しくパワフルな
お話から、目標をもって生きることの大切さを学び、参加者 100 人以上
になった懇親会では、気分はすっかり高校生に戻ったかのように、共に学
び過ごした日々を懐かしみながら笑顔で語り合い、楽しいひとときを過ご
すことができました。また今年度は、例年演奏を披露してくれる器楽部に
加え、音楽部、美術部、華道部の在校生の皆さんの参加により、在校生と
同窓生が一体となりぬくもりが伝わる会になったように感じます。
　目標 ( 楽しみ ) を持つ ( 見つける )、それに向かって努力する、常に正し
く世の中を見ることができる大人として生きていく、ということは、今回
準備を進める中で同窓生の皆様からも学ばせていただきました。特に何事
にも熱意と意欲を持って懇親会を組み立ててくださった小池さん（26 回
生）、松井さん（36 回生）をはじめ、各クラス代表の皆様方には感謝の気
持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。
　これからも在校生が安心して学業やスポーツに専念でき、かけがえのな
い豊かな高校生活を送ることができるよう、私たち同窓生は親交を深めな
がら、力強い応援団であり続けていきたいものです。

◇ソフトボール     唐 沢 敏 和（高校 36回）

　私は高校時代、ソフトボール部に所属してました。当時は県内に８チー
ム有ったんですが、現在は２チームしか無いみたいですね。残念なことで
す。
　高校にソフトボール部が有ったお陰で、私は今でもソフトボールを楽し
んでいます。しかも、今年からピッチャーを始めました。まだまだコント
ロールがつかず、試合でもたくさんフォアボールを出してしまい、今ひと
つ苦労しておりますが、塩尻の市民体育祭チームに他に投げられる人が居
ませんので、なんとか間に合わせるべく、今、一生懸命頑張っております。
　こうやって今でもソフトボールが楽しめるのは、弥生にソフトボール部
が有ったお陰と、とても感謝しております。もちろん高校への感謝はこれ

だけではありませんけれども。
　昨今は政府の支出削減、自治体も支出を削減しているせい
か学校にもお金がない模様。同窓会からもロッカーを寄付し
たようです。このような活動に同窓会員への理解を深め更な
る後輩への貢献ができればなあと思います。

　　　先日は私も当番として、同窓会の懇親会を催させていただきました。参加していただ
　　いた皆さんは楽しめましたでしょうか？
　　　来年以降更なる広がりを期待いたします。

今 年 度 当 番 生 よ り

懐かしい友と

学校クラブの活躍を紹介しました

初めての美術展

◇目標を持って努力すること
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 向 山 敏 恵 （高校 26回）

思い出の一日に…

和やかな雰囲気で

懇親会アトラクション（太極拳）
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事 　 業 　 名 内　　　　　容

会 報 の 発 行 ◇H25.9.25発行、会員・学校職員・在校生へ配布　

会 則 の 見 直 し ◇現行の会則について、組織の役割を明確化し、機能させるため検討を行い、改正案
　を作成した

会 費 制 の 充 実 ◇会費制の定着に向けて、終身会費制の導入等について検討した

支 部 活 動 支 援 ◇会費を集金した支部について、その額の20％を還元し、組織の充実等の資金とし
　て活用できるよう支援を行なった

母 校 の 教 育
活 動 支 援

◇教育諸活動への支援
　・クラブ活動助成　全国大会出場クラブへ激励金を贈った
　　（器楽部　弓道部　男子ソフトボール部　フェンシング　少林寺拳法　将棋）
　・その他の助成　学校備品の寄贈（生徒用ロッカー）　250万円相当
◇卒業生への記念品（卒業証書ホルダー）の贈呈

事 　 業 　 名 内　　　　　容

会 報 の 発 行

◇年1回発行
　 ・会員に関心と理解を深めてもらうことを目的に同窓会の活動や支部の様子、
　　学校の近況等を掲載する
 　・全会員、学校職員、在校生に配布する

支 部 活 動 支 援
◇会費を集金した支部について、その額の20％を還元し、組織の充実等の資金とし
　て活用できるよう支援を行なう
◇支部組織を確立するための支援を行なう

母 校 の 教 育
活 動 支 援

◇教育諸活動への支援
 　・クラブ活動助成　　・学力向上、進路希望実現のための支援事業への助成
 　・その他必要な助成
◇卒業生への記念品（卒業証書ホルダー）の贈呈

そ の 他 ◇専門委員会を中心に業務推進を行い、活動の充実と発展を図る
　・講演会の開催　　・会則の改正　　・会費制の充実

■ 事  業

■ 事  業

■ 会議等

■ 会議等

○ 総会1回　　○ 支部長会3回　　○ 理事会7回　　○ 専門委員会8回

○ 正副会長会 ・同窓会業務推進等全般について検討する
○ 常任理事会 ・同窓会活動を推進し、組織の確立を図る　

・専門委員会を設置し、課題解決、効果的な活動の推進を行なう
 （会則、会費、教養文化、広報）

○ 理　事　会 各支部長により構成し、年1～2回開催する
○ 総　　　会 年1回開催し、事業、決算等の承認を行う

◆平成26年度伊那弥生ケ丘高校同窓会  事業報告◆

◆平成27年度伊那弥生ケ丘高校同窓会  事業計画◆
母校では創立百周年を節目に新たな伝統を築き始め、同窓会においても記念事業の成功を足がかりとし、

組織、活動の充実を目標に掲げて歩んでいます。
平成 24 年度より会費制を導入し、役員及び会員の皆様の多大なるご理解とご協力を頂きまして、大変多

くの会費をいただくことができています。誠にありがとうございます。皆様の大切なお気持ちに応えられま
すよう、導入の際に明記したように母校の教育活動支援、同窓会活動の充実等に大切に活用させていただき
ます。会費導入にあたりまして、皆様からお寄せいただきました様々なご意見を尊重し、またそれらについ
て充分討議して、組織の機能の充実を図り、会員、母校へ還元できる効果的な活動を推進していきます。

より多くの会員の皆様にご理解いただける同窓会となるべく努力してまいります。
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平成26年度伊那弥生ケ丘高等学校同窓会一般会計  決算書
（平成26年4月1日～平成27年3月31日)

平成27年度伊那弥生ケ丘高等学校同窓会基金積立会計  予算書
（平成27年4月1日～平成28年3月31日)

平成27年度伊那弥生ヶ丘高等学校同窓会特別会計(終身会費積立)  予算書
（平成27年4月1日～平成28年3月31日)

平成26年度伊那弥生ケ丘高等学校同窓会基金積立会計  決算書
（平成26年4月1日～平成27年3月31日)

平成27年度伊那弥生ケ丘高等学校同窓会一般会計  予算書
（平成27年4月1日～平成28年3月31日)

収　入 10.,748,907円
支　出 8,039,605円
差　引 2,709,302円（次年度へ繰越）

収　入 7,935,000円
支　出 7,935,000円
差　引 0円

平成27年4月10日
　監査の結果正確且つ適正に処理されていることを認めます。

監事　小　松　富美子
監事　金　沢　妙　子

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
科　　　　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　　要

1 繰越金 2,709,302 3,535,966 △ 826,664 前年度より
2 会　費 5,225,000 4,205,000 1,020,000

1　会費 4,000,000 3,000,000 1,000,000 終身会費を含む
2　入会金 1,225,000 1,205,000 20,000 新入生245名@5,000円

3 雑収入 698 1,034 △ 336 預金利息他
合　　計 7,935,000 7,742,000 193,000

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
科　　目 予算額 前年度予算額 増　減 摘　　要

1 事務費 3,450,000 2,460,000 990,000
1 報酬 1,300,000 1,200,000 100,000 事務局職員賃金
2 事務用品費 300,000 200,000 100,000 消耗品等
3 光熱費 50,000 60,000 △ 10,000 ガス代、水道、灯油代
4 通信費 1,200,000 300,000 900,000 郵送料、電話料等
5 印刷費 400,000 400,000 0 帳票等印刷
6 雑費 200,000 300,000 △ 100,000 振込手数料等

2 交際費 130,000 200,000 △ 70,000 祝儀、香典、餞別他
3 会議費 80,000 50,000 30,000 支部長会他
4 旅　費 150,000 100,000 50,000 支部長会、東京支部総会
5 事業費 3,100,000 4,400,000 △ 1,300,000

1 総会費 450,000 400,000 50,000 懇親会補助、当番生経費、需用費
2 講演会費 500,000 300,000 200,000 総会講演会
3 会報発行費 500,000 1,100,000 △ 600,000 印刷費
4 支部活動費 400,000 300,000 100,000 支部活動支援（集金分会費の20％）
5 記念品費 100,000 100,000 0 卒業生卒業証書ホルダー贈呈
6 クラブ関係費 150,000 200,000 △ 50,000 全国大会出場祝い金
7 教育活動支援費 1,000,000 2,000,000 △ 1,000,000 教育諸活動支援

6 広告費 300,000 200,000 100,000 新聞広告代
7 繰出金 700,000 0 700,000 特別会計(終身会費積立)へ
8 予備費 25,,000 332,000 △ 307,000

合　　計 7,935,000 7,742,000 193,000

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
科　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

1 繰越金 3,535,966 3,535,966 0 前年度より
2 会　費 4,205,000 7,139,500 2,934,500

1　会費 3,000,000 5,934,500 2,934,500 会員5,319人
2　入会金 1,205,000 1,205,000 0 新入生241名＠5,000円

3 雑収入 1,034 73,441 72,407 預金利息、支部還元金寄付 他
合　　計 7,742,000 10,748,907 3,006,907

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
科　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

1 事務費 2,460,000 2,099,695 △ 360,305
1 報酬 1,200,000 1,241,500 41,500 事務局職員賃金
2 事務用品費 200,000 331,699 131,699 消耗品等
3 光熱費 60,000 32,036 △ 27,964 ガス代、水道、灯油代
4 通信費 300,000 146,936 △ 153,064 郵送料、電話料等
5 印刷費 400,000 214,796 △ 185,204 帳票等印刷
6 雑費 300,000 132,728 △ 167,272 振込手数料等

2 交際費 200,000 120,728 △ 79,272 祝儀、香典、餞別他
3 会議費 50,000 78,995 28,995 支部長会他
4 旅　費 100,000 163,760 63,760 支部長会、東京支部総会
5 事業費 4,400,000 5,281,587 881,587

1 総会費 400,000 392,013 △ 7,987 懇親会補助、当番生お礼、需用費
2 講演会費 300,000 141,998 △ 158,002 総会演奏会
3 会報発行費 1,100,000 902,962 △ 197,038 印刷費、郵送料
4 支部活動費 300,000 896,300 596,300 支部活動支援（集金分会費の20％）
5 記念品費 100,000 100,494 494 卒業生卒業証書ホルダー贈呈
6 クラブ関係費 200,000 130,000 △ 70,000 全国大会出場祝い金
7 教育活動支援費 2,000,000 2,717,820 717,820 教育諸活動支援（生徒用ロッカー更新）

6 広告費 200,000 294,840 94,840 新聞広告代
7 予備費 332,000 0 △ 332,000

合　　計 7,742,000 8,039,605 297,605

単位：円

前年度末基金額
今年度変動額

今年度末基金額 摘要
積立額 取崩額 利息 計

5,000,000 0 0 998 998 5,000,998

単位：円

前年度末基金額
今年度変動額

今年度末基金額 摘要
積立額 取崩額 利息 計

5,000,998 0 0 502 502 5,001,500

単位：円

前年度末積立額
今年度変動額

今年度末積立額見込額 摘要
繰り入れ額 繰り出し額 利息 計

0 700,000 0 10 0 700,010

△：決算額が予算額より少ない場合
△：予算額が前年度予算額より少ない場合



6

進路先
進　　学 就　職 その他

合 計
国公立大 私立大 国公立短大 私立短大 医看専門 他専門 計 公務員 民間 計 浪人 その他 計

男 5 67 1 1 3 9 86 1 2 3 12 1 13 102
女 16 77 2 12 11 14 132 1 2 3 4 0 4 139
計 21 144 3 13 14 23 218 2 4 6 16 1 17 241

合格延数 21 297 7 20 25 26 382 2 4 9 388

◆ 卒業生の進路状況

　将来の進路を見据え、一人ひとりがしっかりと目標と意欲を持っ
て日々努力しています。また、土曜休業完全実施の中で、休日に
おける生徒の学習の機会の保障と学力向上、進路実現のため、学
習室等を利用して「弥生塾」が設置されています。

　創立 104 年となった母校は、各学年 6 クラス、729 名の生徒が長年
受け継がれてきた「自主自立・文武両道」を重んじ、日々学習、クラ
ブ活動、生徒会活動などに熱心に取り組んでいます。

（平成27年3月）

◆ クラブ活動の状況

　私たち英語部の普段の活動はALTのクリス先生と英会話をしたり、英語でゲームをして楽しく活動してい
ます。また一方で、ディベート大会やスピーチコンテストなど、大きな大会が近づくと、みんなで真剣にその
準備に取り組みます。
　主な出場大会は、提示された英文を覚えて発表するレシテーションコンテスト、「家族」というテーマでス
ピーチを作るBYUスピーチコンテスト、毎年出されるテーマについて調べて英語で討論をするディベート大
会、プレゼンテーションやレシテーションなどを行う清泉女学院大学スピーチコンテストなどがあります。
　また、５月には、長野県中の英語好きな高校生が一堂に集う、プレゼンテーションコンテストやALTの先生
達とオールイングリッシュで行うゲームや交流などで盛りだくさんのイベント、イングリッシュキャンプに
も参加しています！このイングリッシュキャンプは、クラブ員の絆が強まる大切なイベントでもあります。
　どの大会も、昨年は皆で努力したおかげで、いい成績をおさめることができました。今年もみんなでよい成
績が出せるようにがんばっています。
　また、弥生ケ丘高校は毎年留学生が在籍し、とてもイン
ターナショナルです。ときには留学生の母国の料理を皆で
作って食べたりするパーティーもおこなったりすることも
ありました。このように私たちの部活は、外国の異文化に
ふれたりする活動も行っています。
　私たち英語部では、これらの活動の一つ一つを通して、異
文化を学ぶとともに、私たち自身の中にある、小さな異文化
を受け入れ理解しながら、一つのことにみんなで楽しく取
り組み、友情を深めることを大切にしています。

英　語　部
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  本年度各大会の状況（主な結果）

　吹奏楽部は部員63名で毎日楽しく活動しています。同窓会の皆様には100周年記念事業の一環として楽器
を寄贈していていただきました。どうもありがとうございました。大切に使わせていただいています。

　写真は平成27年3月に行われた「第25回定期演奏会」の
様子です。25回の記念として、歴代OB、OG有志の皆様方
にも参加していただくことが出来ました。弥生吹奏楽部
では「アルメニアンダンスパートⅠ」という曲を、第1回定
期演奏会から必ず毎年演奏しています。今回はOB、OG、
現役生徒合計80名以上のメンバーで、25回記念にふさわ
しい演奏をすることが出来ました。この定期演奏会は現
役生にとってまたとない経験となりました。この経験を
弥生祭のサマーコンサートや夏のコンクールに向けての
活動に生かしていきたいと考えています。
　今後とも応援よろしくお願い申し上げます。

　女バスは3年生7人、2年生8人、1年生3人の計18人で活動をしています。
体育館で毎日練習をしています。日々の練習は決して楽なものではありませんが、つらい時には励ましあい、
悪かったところを指摘しあいながら、上達しようと一丸となって頑張っています。そんな女バスの魅力は挨
拶です。普段の生活での挨拶はもちろん、特に大会などの
日に、多くの他校の先生や保護者、審判の方々に会います。
そんな人たちに少しでも「応援してあげたい」と思ってもら
えるように挨拶には特に力を入れています。
　去年の女バスの大会成績は、新人戦で第3位、北信越出場
という自分たちの目標を超える結果となりました。強豪校
と戦える機会を得て、より成長できました。その経験を生
かし、今年の夏の、どのチームが勝ち残ってもおかしくない
くらい力の差が拮抗している大会で、自分たちのプレーが
出せるよう『明るく謙虚に前向きに』を忘れずに頑張りたい
です。

吹奏楽部

女子バスケットボール部

春季北信越地区高等学校野球大会〈南信地区大会〉
○野球部　優勝（2季連続、3度目）
　　　　　夏の選手権大会シード権獲得

高等学校総合体育大会〈南信大会〉
○陸上（男子）800Ｍ 2位・棒高跳び 2位
　　　（女子）100Ｍ障害 優勝・400Ｍリレー 優勝
　　　　　　　1600Ｍリレー 優勝・7種競技 優勝
　　　　　　　学校対抗 優勝（37年ぶり）
　　　　　　　400Ｍ 2位、棒高跳び 3位
　　　　　　　砲丸投げ 3位
○テニス（女子）団体 優勝（5期連続）
　　　　　　　　シングル 優勝・3位、ダブルス 2位
○ソフトテニス（女子）団体 2位
○バトミントン（女子）シングル 優勝
○バスケットボール（女子）3位
○弓道（男子）団体 3位
　　　（女子）団体 2位
○剣道（女子）団体 2位
○卓球（女子）ダブルス 優勝

高等学校総合体育大会〈県大会〉
○陸上（女子）400Ｍ 優勝・400Ｍリレー 優勝・1600Ｍリレー 優勝
　　　　　　　7種競技 3位
○テニス（女子）団体 3位
○バスケットボール（女子）2位
○ソフトボール（男子）優勝
○少林寺拳法（女子・個人）優勝

高等学校総合体育大会（全国大会）
○ソフトボール（男子）
○少林寺拳法（女子・個人）

高等学校文化連盟　将棋選手権大会〈県大会〉
○（女子）個人　優勝

全国高等学校総合文化祭
○将棋　（女子　個人）
○器楽部

全国高等学校ギターマンドリン音楽コンクール
○器楽部
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編集後記 「日常の小さなことに幸せを見出せる人であれ」という恩師の言葉が思い出されます。自然の事象
や出会う方々から学ぶことは沢山あって、自分を磨きつつ心豊かな人でありたいと思うこの頃です。

　今年度より終身会費制を導入します。別紙「会費に関する細則」をご覧ください。（ご不明な点は事務局まで
お問い合わせください。）

　平成24年度より会費の納入をお願いしています。今年度新たに終身会費制を導入するに当たり、改めて会費
制導入の経過、趣旨等を皆様にご理解いただきたいと思います。

　平成24年度より会費制を導入して3年が経過し、その間、会員の皆様から出していただきました多くのご意
見について検討してまいりました。それらを踏まえて、支部役員の皆様の負担を減らし、より多くの方に納入
事務に携わっていただくことで、同窓会をより理解していただき、会費制を効率よく運営し、継続していくため
に、ひとつの方法として終身会費制を導入します。

◆ 金　　額　25,000円（年会費の納入金額の上限についても25,000円とする）
◆ 年齢による特別措置
　 ●60歳以上 ： 10,000円　　●70歳以上 ： 5,000円　　●80歳以上 ： 免除(名誉会員とする)
　 ●上記以外 ： 25,000円となるまで逐次納入する
◆ 納入方法の追加
　 ・ 総会当番学年の年（60歳時）に集金する。（10,000円）
　 ・ 会員の要望により、複数年分を一括納入（前納）できる。

● 金　　額 ＜ 年 会 費 ＞1,000円
  ＜終身会費＞25,000円（平成24年度から納めていただいてある会費分は含めます。）
  　　　　　　※年齢により特例措置あり
● 納入方法 ＜上伊那各支部＞支部役員が訪問しますのでその際に納入してください。但し終身会費
  　については同封の振込用紙にて郵便局よりお振り込みください。（手数料は同窓会負担）
  ＜上記以外＞同封の振込用紙にて郵便局よりお振り込みください。（手数料は同窓会負担）
● 納入期間 平成27年11月30日までにお願いします。

平成 27 年度会費納入のお願い

〈経過、趣旨〉（会報第３号より）
　本会は以前より新入生の入会金収入のみで運営されていた
ため、活発な活動を行うことができませんでした。百年を超
える歴史にふさわしい活動ができる体制を確立していくため
には会員の皆様から会費を納めていただき、同窓会の役割を
果たしていくことが必要であると考えました。
　平成 21 年度の総会において会費制導入について承認され
ました。但し時期については百周年事業の終了後に検討とい
うことになり、平成 24 年度の総会において討議し、会費 1,000
円の納入が承認されました。

〈会費の使途〉（会報第３号より）
　以前は新入生の入会金、一人当たり 5,000 円、年額約 120
万円で運営してきました。そのため年１回の総会の費用（会
場費、講演会経費等）、通信費、光熱水費のほかは卒業生へ
の卒業証書ホルダー贈呈と全国大会出場クラブへの祝い金を
贈る程度となっています。
　今後は次のような事業を行いたいと思います。
①会報の発行
②支部活動の支援
③同窓会主催による独自の講演会などの開催
④クラブ活動の助成と教育活動の支援

会費制について

終身会費制について

会則改正のお知らせ
　現行の会則は制定後、５回の改正を経て現在に至っています。平成23年度の創立百周年記念事業を実施以降組織も徐々に確立
し、母校の教育支援事業、会報等の発行事業、また会費制導入等活動も少しずつ活発に、かつ定着し始めています。
　このような変化に伴い、現実との若干の矛盾部分や組織が明確になっていない部分が見受けられるようになっています。
　今後さらに同窓会活動を活発に、積極的に展開し、母校の発展並びに会員相互の連携を積極的に図っていくことを目的として今
回改正をいたしました。〈別紙参照〉


